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参
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起
る
と
芯
だ
が
､
同
心
L7
く
本
町
に
大
X
か
あ

‥
､
庚
申
堂
の
免
.Hj
で
荘
噂
L
Lj
.'&
ろ
御
堂
は
璃
け
な
.

か
っ
た
O

東
野
積

り
御
礼
を
も
フ
て
穴
背
に
向
え
ぼ
諾
-
て
遷

し
Jt･｡
い
｡
笥
薮
十
等
前
の
拳
町
の
大
穴
の
覆

､
置
確
の

上
に
夜
中
苛
の
幣
束
が
老
っ
た
の
で

､
本
町
に
は
進
境

L
Jd
か
つ
た

.

A
)
の
町
に
iLJ
い
て
は

､
巧
iJ
I
)の
よ
､つ
な
官
費
靖
苛
に
粛

す
る
庚
申

の
雪
景
利
益
韓
の
青
い
等
析
注
蒸
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れ
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蜜
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あ
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蛋
最
め

習
終
結
等

1
く
毎
め
て
番
付

､
茅

は
葛
等

l
珂

二

l貢

去

声
中
晩

に
河

か
飢

る

に
薙
ぎ
古

い
Y
舎
白
は

子
方
よ
り
･

繋

缶
草
間

の
移
転
先

さ
万
古
遵
象

神
社

に
集
ま
り

･
神
主

の
鑑
詞
の
硬

､
t
軍
私
語

も
て
恵
与

に
会
食
L
J
屠
り

.
良

入
の
当
膚

に
JIb
'ノ
て
搾

ら
れ
る
轟
萱

蒋
5
.を

骨

((
電
鈴
ち

程
乾
を
突

U

､
遷

′
､
.J
T)
丁
帝

環
窪
に
は
額

田
雇

帝

の
御

礼
享
頂

い
て
歌
会
写

る
訣
能
や
あ

り

､
庚
申
待
本
家

か
形

式
も
宅

に二
束

わ
か
へ
僅

か
に
麓
釘
碍

'LlB撃
取
.し
辛

の
年
番

を
走
の
て

い,
各
に
斉
ぎ
Ji.Jy

J,
〟

た

IJ
ま
召
ミ
折
る
の
t
/
こ
の
各

町
の
凄
醸

弼
草

に
'

環
寵

蹄
皇
帝
た

匂

いT新
町

･
各

町

の
管
長
.S
十,
指
摘
.に
たけ

か
を
行

い
､
釆
更
消

好

の
質
額

の
あ
る
恩
義
禰
宜
薄

紅
考

帝

の
御
礼

の
令
与

き
更
け
る
習
慣

が
凍

っ
て

い
る
忠

､
扱

ぎ
竣
欝
更

の
愛
慕
は
六
甲
今

が
本
前

著

と
弱
治
牽
F'に
i

っ

て
古

め

hゝ
耶

て

い
る
寄
窯

や
あ
る
｡

三
甲
綾

香

の
亨

例
は
､

監
飼
育
粛

潜

の
庚

や
靖
異
''SJ
の

っ
て
飯
事
繋

一
統
璽

垂
に

ノ

欝
領
毛
も

つ
軽

塁
壌
黄

に
よ

っ
て
萄
広
さ

C3･て

い
春
季

飼

一
.け孝

と
乾
を

…
に
も
て
着
け

･
ヌ

こ
の
内
例
が
警

ii
窮
治
常
者

モ
主
客

電
流
雫

と
i
て

い
･
る
索

は

､
庚
申

の
鋼
.JS
食
呼
由

昏
莞

素
の
守

棺

こ
き
範

て
い
る
上
野
宙
佐

郡
具
町

の
例
と

(什ル)

の
野
戦
を
思

./
浮
は
L
冶
一夕
,D
の
.部
あ
る

が

､
大
胡
の
喝

合
は
卿
様

な
蘇
蔑
神
算
.な
色
彩
持
冶
く
､
犬
貸
家
聖

の
象

綬
苧

2
塙
い
若

者
(.G
J
X
隼
沼
津

の
碑

と

･i
て
の
摩
甲
を

怒

る
薫
き
家
蔵

し
た
も

の
王

家
ら

凧
､
こ

の
魚
は
弱
煎

り

宗
甲

に
伝
わ
K
J,
照
覧
鑑
法
泉

と

-
萩
す
る
や

兄
事

､
庚

申

の
帝
を

米
韓
消
搾
縛
と
丁

る
格
冊
は
ま

し
て

緒
で

な
く

.

花
哨

･
寮
冗

箔

に
碩
竃

に
家

ア々
く
見
蛋

さ
釣

る
の
そ
あ

っ

(ノ付ノ
て

J
机
ゝ
患
天

守
甲

の
庚
申
諾

に
漫
ち
釣

る

二
つ
の
萄
敏

が

.
t.:(.に
､琴
甲

の
元

糞
讃
俺

の
愛

竣
蒔
知
と
､
奮
蒋
ぢ
海

浦竿
三
甲

し
.て

い
る

三
ブ言

3
､
二
の
砥

1こ

置
け
る
層

指
呼

の

;.Eに
'
･L
,t=1,錨
梨

車
重
?
･L
の
.tと
見
な
し
え

よ
､つ
Q

三

の
介
､
こ

の
鮮
t
の
夜
中
関

除
膏

革
と
し

て
挙
ゆ
る

Y

き

ん
の
超

J
習
わ
宙

印
篭

玄
再
審

の
写
本

,
同

市
議

の

｢

5l凪
n

河

内
努

誉
志

.!
の
票
牽

書
込

LiJよ
<
･F
75
3

･湊
町

の
漕

土
本

姓
考

滝
田
注
に
滞
尊

堂

の
在

っ
た
蜜
･
ボ

記
4.]
･S
て
い
る
●

爪
｡2
,lソ
く
東

串雪の
寄
り
首
あ

ろ
う
し

こ
型
喝

､
L零
落
千

三

号
琴

一)石

膏
面
食
切
石
頂
漆
が
守

の
建

碑
そ
方

ろ
う
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二

三
硝
(･.t
,夷
李
等

▼

ヽ
-

､
咋

_

南

野
溜

亡
譲
戸
汚
符

へ:LI,誌
に
.(Ji
ll..:
蕊
か
控
寄
託
.Jに
一
門

円
町
､
置
き
町
･唱
9
至
っ
て
き
れ
.)
.nUる
町
ぜ
q
酢
特
長

rrJ
四
百
三
千

ハ
ム鞘
､
六
円
丙

､
目
口
一㌢
T
四
両

､(中
略

)

文
こ
の
川
口
､
･川
の
土
iはま
大
筒
と
､h/
ふ
て
夜
着
闇
斎
小義

､(ほ)

餅
に
大
き
在
留
tf
り
｡
川
の
藻

に
て
虻
苑
の
整

準
の
亀
也

1

と
記
y
J
れ
る
'
-の
川
内
は

､
六
滴
･
天
平
JS
街
着
%
'の
指

定
を
貿
け
た
延
衰

二
号
の
､
巧
､
伺
.j
rilq

く
佐
井
と
宍
に

P
J爪
tこ
Ⅶ
え
,り
爪

て
宿
り

､
喝
に
顔
面

.
北
陸
に
対
す
る

滞
塵
の
零
点
と

し
て
.
牽
永
六
茸

に
ー三
､而
立
女
′を
節
句
で
)

へ伯‥)

机
･
A<
欄

･
田
名
部
と
並
び
馨
え
た
港
町

TZ,あ

っ
た
が
､

州
内
は
確

の
碩
缶
-
Li二
抑
え
て
造
籍
欝
,こ
､
こ
れ
に
洋
･つ

頚
･
和
打
等
の
翠
蓬
も
笛
ん
L
J
行
わ
れ
､
滑
等
頭
り
に
範

(too

治

町
の
狂

っ
た
夢
射
記
韓
に
R
J
え
て
い
る

｡

y
)
て
､
斯
様
J.,;)
繋
治
葉

の
澄

行
は
虜
尊
の
汚
棚
の
おけ
在

を
新
得
t
)
-
め
る
む
の
群
あ
る
が
､
果

し
て
薄
滝
の
碗
聾

を
裏
書
す
る
加
の
抱
く

､
八
幡
嚢

へ
旧
袴
硬
直
竃
亀
碇

)

鳥
tI
竜
眼
に
､
明
和
二
等
薄
左
の
五
薄
給
型
乗
車
海
が
在

る
｡
(
阿
国
牙

二
参

照

)
ま
ブ

妃
鶴

に
相
当
J.otる
奇

形

台

那

(I;
1

㌢

二

鳥
.,土

喜

叫
,‥
一

研 雷 幡 ′＼ 町 円 川

塵
の
上
に
J
､一:
葉
の
蓬
や
さ
等
ft

た
水
塊
餌
戟
-
､
犬

帝

の
五
歯
面
に
守
れ
iJ
肌
着

･
薗

･
食

･
剛

･
明
和
三
岡

碑
等
□
目
口
日
の
文
字
を
刻
み
､
零
に
爪
陶
の
喝
円
型
何

軒
流
平
面
に
も
T
J
爪
そ
れ
(鋸
へ

何
軒確
郡
家
)ンか
(要
素

間
王
)
奉

(
不
明
)
衣

(
慨
出
初
禾

)
の
種
芋
が
撃
り
机

て
い
る
｡
こ
れ
は
花
や
て
薄
ら

-
い
存
在
て
あ

っ
て
､
乾

束
取
巻
r
J
机
て
い
る
未
申
塔
の
移
乗
は
､
雫
の
鬼
半
数
を

責
め
る
魯
魚
石
製
の
升
､
薄
型

･
銅

製
･
板
碑
型

･
纂
碑

型

･
雨
斐
型

･
皇
露
和
型

･
更
級
埼
型
Lrf
i)
栄

-
て
少
く

5ltil[

q

I/
'161

､

五
帝
埼
撃
の
寂
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例
は
'
菅
覚
屯
ポ
ら
未
だ
見
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お-え培い｡さ机_I)の互韓括聖夜由清は､淀く発車予定の申諌軽郡宅木村tT田の八幡宮に貧る芝靖等型額面金剛席申袴へ宝塔十三耳遜,一法)及b一顧市の配走向神社の六面穫型泉iB･喝().宇塚丁八号逆立)と具に､新たLj衆人甲塔観としてJjgY拍Hる

(衣)べきものである｡

ところri,､りてのtd輪の伺弥陀臥･釈迦弘･零範粥王等の種子は､かって素面食剛と並んTiJ夷申得の本尊に配当t̂)小た諸仏で払って､元素､6,申荷の本帝は時代酌変遷が極めて甚-く､堅甲輯f:〟東胡､初めて弥陀三尊や山王.H†l紅の本畢仏が本苛とYjかて以未､玲0,に真如され､註Jア時代の延,宅頃に至って､破り斉面宣現.'S正本専ら･牢.位を与えられるまや､譜陀三韓の介ハ出家･丈殊･硬軟･不対･大日虻苛の諸仏.帆.gL,牽乙して紀ら爪てい

へMt<)

る軍f7-現存喪中巧の額面.からも察知r)机る｡今切襟許せる下北都東急TJ尊tBl竜の熊野宮へ帽修常連不動晩)額､元禄六号の奥客がある本聴本へ鼠菅

のため書魯千明)『喪や碕え大専らの頑ド
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本草連子好当′手打救琳‥和様加炭諦触

伊

五

六

-

書

犠
蛇
柵
郎

机

藤
根

爪

噸
錦

と
さ
れ

､
帝
面
金
剛
を
夜
甲
杓

の
正
本
尊

と

-
て
R
(の
刻

に
柁
-
､
丈
珠

･
寮
和

･
葦

,aJ
･
弥
陀

･
開
音

の
汚
.仏
を
､

そ
の
村
預
の
承

･
奇

･
子

･
･繁

.
坤
の
新

に
配
し
て
軍
絶

て

{(
く
定
め
ら

れ
て
い
る
吟
で
布
っ
て
､
膏
薗
合
判
が
正

本
考
と
さ
れ

て
按
も
､
ぢ
･･,A.ia
丈
環
7f.
下
の
諸
仏
"か
庚
申
鞄

の
別
事
韓

と
し
て

の
姥
竃
を
経
ち
乾
け
て

い
た
奉
を
明

ら

か

に
ノ
一

小
し
て
去
り
､
前
凋
網
和
三
算
瑠
立
の
五
輪
塔
型
庚

申
塔
に
宛
え
る
阿
弥
陀
細
末
JX;
下
の
種
子
も
､
､
)
爪
と
ゼて

の
流

れ
モ

笑
に
す
る
も
の
で
あ
る
孝
は
疑
い
の
'匂
い
と

こ

ろ
で
あ
ろ
う
｡

/
)
の
E
円
町
の
工
叩

.+.i
n_
､
理
経
も

一
線
の
&
'霧

中

成
年

っ
て
葛
-

､
請
頃
は
尊
鑑
の
み
†
屯
に
ミ

っ
て
楕
味

I.)
爪
て

い
る
.
禁
誓
;一日
野
;･1-

潔
,.
'
こ
ゝ

で
も
と斗
一
冊
で
十の

る
が
｢
終

り
､現
･B･

｣
の
｡.;
.G
t･Tj
煉
れ
る
点
は
天

領
の
喝
令

と
違

っ
て
養
.J
J
ほ
袴
雫

､
苗
宝
鑑

の
訓
‥当
た
る
菊
池
象

を
食
喝
と
し
て
行
わ
れ
る
､U
婁
主
潤

一
承
t
.
八
嶋
宅

の
碍

碑
を
破
れ
て
久
-
く

､
兜
任
那
環
の

祭

を

･
釣
行
は
行
わ

れ
な
い
が
､
青
面
金
剛
称
軸
と
掲
tや

､
帯
頭
各
個
の
合
嘗

礼
拝
が
な
Y.)
爪
る
と
こ
ろ
は
明
ら
S
L
L玖
K

riJあ

り
､
匂

-TT-

也y',t ･_
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義
1

常

務

･
重
野
と
も
に
荷
造
科
礎
石
古
参
一
考
の
碁
笥

は
皇
居
の
薄
れ
け

.
i7
え
の
T
7
ビ
称
す
る
等
種
類

め
璽

葛

巻
紛
れ

に

打
っ
て
萩

6,に､
竜
貰

澄
ま
し
T
=
ニ
葱
-
め

葛

餅

･他
す
咋
ら
れ

る
が

､
巧

に
､謹
召
し
Jh
1°
汀
爪
ぽ
電
ら

尊

い
の

は

､
白

粥

が
岡

いら
れ

て

L
る
孝

で

あ

っ
て

･'
こ
の
恵
は

未
だ
索
雲
(り
姥
に
同
電
JAは
事
例
を
見
失
-
え

Jl:5
い
J.6
b
習

次
家
事

へ
果
=
昆

布
贋

造
要

田
茸

刊

)
や
貴
重
蕗
産

(

中
;
毒

雲

襟

寛
£

亡
等
刊

)
寄

､
,江
戸
萄
飛

韓
封

LJ
,iy

I:
空

不
和
の
民
俗
雪
渓
董

紀
官
吏
株

に
よ
軌

は

,
葛
時
海

南
で
薦

甲

の
桑

に
才

人
ボ
集
ま

っ
て
小
豆
弗
を
食

乍
た
専

'･S
見
え

､
又
富
豪

菩
薩
掌

(
血
口
字

充
額

)
に
も
､
女

帝

の
夜
に
天
乳
八
が
白

粥
を
蘇

1
,
*
喜

,･芸

y
J
叔
て
轟

tIq

)～

琴

わ
く

任
期

餌
き
JltS
.･=&
碕

吟
習

俗
群
J
今

日
で

の
売
薬
噂

を
二
の
覚

に
虹
吟
て

い
る
も

の
七
更
る.
事
..4
曳
家

事

っ
,.

[
)
の
魚

は

い
さ

～

豹
聴

灘

t
J薗
ざ
る

患
'%
無

い
賃
も

IiLF
V

辞

､
前

送

り
尊
く
糊
指
は
謹
皇

二
等
蓬
雀

､
懸
垂
藩

の
確

定
を
受
け

た
稔
荷

の
籍
ぷ
港
こ
1

て
.
璃
碍
有

季

箪

L卜
者

帝
の

心
漂

･
茶
買

空

荷
を
サ

-
て
嚢

蒔

塩
安

淳

を
Li･!,:
っ
て

ゝ
L
l
の
み
rd
ら

す

､
王
寺

の
東
奇

習
簿
の
桟
束
を
暮
す
電

軟
力
等
朝
.江
見
の

き

1
正
孝

わ
な

P
.
撃

つ

髭

に
弱

汚

せ

る

辞

タP
.
真

意

打
方

薄
苧

環
申
雀

に
灸

い
す

見
守

の
_r

Iユ

い
刺

も､
か

っ
を

留
蜜

も
了

賓
は

爽

･｡
言

,人

.17
守

)
く

席

を

祭
主

て

Sl
各
僻

.
凄
曹

空
iJ
に
箪
雛

.歌
島

珪

･
建
旬
を

符
丁
王
妃
豊

艶
か
マ
習
蚤
は
.､
車
脅

･
宮
野

･
註
ヤ

吟
埼

鍔

u

l.旦
二
･J
,富
野
や

ハム
を

吟
何

に存
舟
あ

て煮
て
い
る
亨

雲

等

賓

野
望

代
替

に
現
膚
な

い
空

ヱ雷
撃

こ
れ

ら

と
遺
棄

殊

の
狩

っ
た
歌
各

町
･,や
撞

可
の
街
盈
好
済

､
失

職

や
野
人
蓬
の
i;=
え

も
駅
好

の
つ
ら
為
う
た
こ
軍
務

の
も
の

で
あ
る
と

い
う
等

t

J
句
碑
云

い
箇

3.
に

才
して
も

＼
喪

中

や
夜
長
茎
韻
魚

与

同
指
呼

人
々
',dt}
二
且
に
硬
掌

詠

み
合

｢

て
凍

み
琶
ご
て
雨
竜
.り
習
俗
､ホ
慧
哲
篠

で
什相
だ

放
っ
た
て

着
ろ
∴ノ
寸

言

,
J

て

や

､
Ⅹ

楢

と
い
ゝ

刷
内

こ
い
ゝ
j
同

じ

ノ
ヂヽ
先
に
を
持
る
上
布
亀
簿
の
撃
落
で
あ

っ
た
革
乗
を
弓

凍

て
る

や

わ
昔

ゝ
警

:

苛
花

灘

の

諜
-二
･妄

議

で
Jd
U
事

を

諾

串

･
う

芸

P
,J
量

ろ

う

息

詩
法
.,i
天
壌
暖
費

に
そ
鶴
た
JfT,
･
親
し

の
懲
き

萄
遁

料
理

巧
LH
.肋
､
膏
表

音
閉
り
賢
帝

乙
-
て

j
常
窪
雷

､
軒
常
子
､

累
碑
L,(
茸
小
覇
が
沫
ム
既
え
ら
机
､
こ
の
小
餅
は
警
鐘

･

葡
L
J遍
一隻
と
.,(
実
の
逢
十iJLふ
け
る
豊
津
',<
あ
る
と
塙
え
ら

机

了
､竜
ジ
(
藁
の

於
了
筏
t
靖
鶏
は
魯
自
家
務
の
分
と
称
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･,rL._
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え
て
e
J
い
て
嘱
る
去
丁
に
Lq
つ
て
い
る
｡
ま
た
廉
中
指
榊
に

晦
す
る
衷

心
普
遍
的
Lq
伝
承
で
あ
る
｢
請
は
庚
申
の

促
し

之
云
う
事
は
今
日
ti/も
僅
々
両
か
爪

､
庚
申

の
夜
の
同
音

の
疎
吟
と
-
て
語
ら
れ
ろ

｢
庚
申

の
日
に
生
ま
れ
た

へ
綻

ん
だ

)
子
は
悪
者
に
Lq
る
｣
と
去
う
伝
承
は
,
こ
の
正
で

rT
利
口
着

で
あ
匹
了
る
L

iJ
津
の
老
境
を
埼
た
Y
jれ

て
い

る
の
t2
芝
電
を
引
く
'.<
､
乾
し
て
伺
寮
の
帝
志
は
全
然
徳

わ
っ
て
い
Ln
い
｡
庚
申
確
は
専
･り
病
気
tyJ究

か
れ
J
米
硬

を
驚
く
て
る
軸
と

-
て
信
じ
紀
ら
爪
て
い
る
｡

猫
､
帝
重

民
の
言

に
よ
れ
ぼ
か
~つ
て
は
<
噂
宮

の
相
毅

と
し
て
･
庚

申
磐

城
在
っ
た
J.S
J
明
治
四
十

号
招
暴
机
ti

よ
っ
て
倒
壊
し

､
そ
の
材
木
祈
年
穀
雨
耳
の
為
に
刺
切
三

脚
て
媒
後
､
笹
ジ
ヘ4̂
l
爪
て

い
ち
い
と
の
事
や
寄
る
｡

三

蓬
命
辞
病
の
神

ー
小
倉
平

･
銀
杏
本

I

こ
の
内
部
落
は
､
荊
引
光
奥
路
程
紀
に
｢
太
り
肩

｣
と

托
ytJ
爪
て
い
る
=
内
川
を
詞
も
こ
こ
約
三
帝
の
波
に
相
ヰ

し
て
存
在
し
､
小
倉
享
け
上
市
下
羽
合
t
J
て
節
亡

丁
タ
､

聴
杏
本
も
ほ
ゞ
同
数
の
車
載
星
野

っ
羊
兼
羊
殊
の
旬
藩
で

お
る
｡

こ
の
姪
丘
に
碑
る
喪
官
南
琢
背
斜

の
一
つ
の
埼
硬
は
'

庚
申
椿
の
浮
立
丁夏
作
t那
珂
机
も
温
め

て
新

-
い
草

で
本
っ

て
､
ま
す
小
鳥
辛
上
村
の
頚
称
だ
見
血
の
｢
喪
中

｣
の
希

は
､
明
治
大
王
九
円
福
島
B
.'i
即
す
羽
中

f
同
に
ユ
っ
て
建

立
さ
れ

､
下
村
の
｢
摩
葡
萄
申
社

1
の
塔
は
明
.P
.三
丁
号

九
日
昔
日
､
ま
た
舘
官
本
サ
養
毛
神
社
前

の
｢
表
中

)
の

塔
は
.J
雫
に
劉

-
く
明
治
三
丁

八
苦
旧
す
円
の
確
立

で
あ

り
､
実

に
宙
定
石
空
に
茂
Tth
る
｡
厚

か
一
里
足
ら
ず

の
川

下
の
川
内
に
明
和
三
号
確
立

の
希
に
見
る
立
派
'if
東
山甲
塔

が
た
る
に
も
拘
ら
ず

､
こ
の
三
確
藩
の
そ

机
ポ
tf
小
,>
明

治
年
内
の
苛
立
で
あ
る
事
は
､
従
一糾
後
攻
L
rな
い
事
例
で

あ
り
,
･PE申
信
柵
の
伐
稀
が
･
盈
常
乗
や
ぢ
把
堺
的
篠
正

々
も
亭

し
て
い
る

だけ
に
､
摘
草
に
見
残
-
え
'匂
い
も
の

亀
一

ポ
萄
tO
が

･
TF
の
欄

の
客
席
は
摘
明
ら
別
･で
瑠

い
.

さ
て
虻
の
好
互
に
㌍
い
て
も
､
顔
中
藩
は
夫
々
親
藩

に

t
組
狩
っ
て
老
け

･
ま
つ
小
舎
乎
上
村
に
あ

っ
て
ti
､
こ

の
部
落

の
拘
祐
考
と
云
め
れ
る
河
口
家

､
見
b
飼
喝
凍
申

塔
の
薄
立
方
で
萌
る
敬
承

の
福
島
象
り

こ
軒
を
呼

忙
之
し

て
講
が
板
碑
r
J心
て

い
る
｡
乾

フ
て
凍
申
請
S
TJ晋
海
将
Ja

句一一･

;f.,7
.>
''

･･
;
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頚
管

で
あ
る
巧
指
頭
雇

の
糾
賓

1..荷
車
牢
や
､
草
･･.(,折
口

簾
に
於

い
て
希

仇
郎
る
｡
何

口
乗
で
は
､
請

か
･前

日
に
.請

具
よ
り
五
台

の
帝
寒
を
農
め
て
覇
を

つ
き

､
者
:3=
蔑
あ
ん

常
峯
作
-

J
こ

机を
含
め
て
七
品
の
朽
廼
料
理
を
賃
樽
に

お
耳

｡
葡
こ
の
場
合
の
精
進
は
硯
帯
首
も
塚
童

に
守
ら
れ

て
居
り

｢
報

の
荷
遵
tsJ着
と
し
て
も

､
庚
申
塚

の
待
避
は

み
乙
せ
な

い
1

こ
し
て
､
清
浄
rr
u
穴
を
溜
い
て
調
理
す

べ

き
亨
が

,S
え
守
ら
れ
て
い
る

C
苧
得
の
繁
行
は
村
一U
家
の

先
代
が
治
し
て
後
は
行
わ
S
l･
な
く
な
り

､
壕

に
参
集

の
講

貝
が
合
田

に
斉
面
含
剛
を
紀
も
烹
福

に
礼
拝
-
て
の
ろ
､

直
ち
に
会
食

に
移
り
､
凝
決
を
女
中
-

つ
ゝ

､
簿
十ttJ
潤
し
､

千
帝
に
至

っ
て
常
会
て
る
Jが
､
r;1_養

TJ{
写
寧
ir1(
/
常

会

襟
も
膏
面
金
剛
け収
び
祭
壇

は
其
笹
に
t7.)爪
･
蜜
朝

に
弥
汗

ブ
け
茎
す
る
務
L
が
Lt.,
ら
れ
て

,J
る
苛
ネ
tS
っ
て
､
管

延

の
川
代
の
事
例
と
実
に

＼
覇
ら

孤
に
繁
定
の
産
別
(i
'薫
り
､

か

つ
て
庚
申
巧
が
封
､

号
ミ
ス
'
轟
け
,･･?
+=]
･.tlJ
亭
拳
bi川,埼
し
て

へ21)

い
る

｡
p
J
の
秩
東

の
禁
niJに
つ

い
て
は
･
.
錆
葛
不
t･]

孝

い
せ

,V

網
聴
._J
'K
り
｢

褒
F
,
の
尺
は
詫
w
J
し
て
.喪
'lせ
い
の
'./C.各
省

だ
が
､
今
11
摩

る
ij
,つ
に
怠

っ
た

｣
喜

細
り
て

い
h

LbI'｡

こ
(T,･賢
答
L=這
誓
三
郎
に
啓
直
L
J
伽
く
J
旧
修
発
の
大
猟
牧

を

叫

1Z
と
-
て
覇

仇
爪
.･

約
二
で
八
の
痛
八
の
請
中

に
よ

っ
て
狩
ら
れ
て

=一る
<iS
､
凍
申

町
名
日
は
五
入
t
敗
の
当

番
が
項
屡

に
琶
か
っ
て
･･
順
番
に
請
同
確
の
津
南

に
あ
た

る
領
-
で
あ
る

｡
,,
J

こ
ろ
で
､
p

J
の
講
､の
簡
礼
形
許
に
t

款
に
笥
解
合
東
歌
純
な
混
乱
が
見
ら
れ

､
t
J一々
に
於
い
て

南
軍
告
別
む
本
尊
と
Ll
:し

､
合
掌
礼
隼
色
.行
い
な
が
ら

､

把
号
に
S
J
い
て
は
J
神
官
の
大
井

の
祝
詞
.･i
奏
上
さ
れ
､

御
託
と
料
理
LJr
負
頂
が
&
'肇
･t̂
)
直
る
｡
,rJ
の
真
t
i<
適
時
.

の
珂
当
が
､
･ず
考
も
神
社
の
神
主

と
'LTjつ
て
い
る
等

iL
志

望

-
る
Li
,つ
で

､
萌
,.

S
.r空

耳
に
締
行

r
s;pL
Jk
･領
布
仏
竹

森

に
.･等

ty
､
曙
敬
遠
の
六
東

軍が清
市に
廃絶-ての

ろ

､

払
好
小
野
'ul
席
印
行
の
形
式

(り
坪

ti
､
自
卦

,
s
ら
神
環
｣

･野

蒜

薫
-

､八
･-
た
頴
-

R
7.わ
れ
る
｡
頚
-

季
刊
11

ー~叫 ･二~

I-i

'針
ノ.Irip
/.∵
仇
･
煎
堰
の
)<
普
真
布
帝
石
に
着
け
る
夜
中

講
で
環
'
務
賃
を

互
か
=.リ
ガ
が
ら
荷
重
を
守

っ
て
居
り
･

素
童
卜の
ー:t_代
に
J
J,1..-
/貰
甲
韓
は
神
確
Jd
の
に
積
産

は
可

い
,
.i
･こ
の
軽
苗
..FT.巧
ト.JL
れ
て
い
る
'が
､
こ
の
場
合

tま
既

の
如
く
帯
i,.Lj
.号

翫
棒
が
帝
尊
堂

爪
ら
票
森
綿
布
境
内
に

拓
1･)
れ
L
J_亨
に
斉
す
る
混
乱
で
参
る
亨
tユ
叩
ら

LIQ
Lj
ĵJ
F

ー

-ヽI.
.I



ろ
で
あ
る
｡

と
こ
ろ
f/
､
こ
の
疋

t'
預
る
凍
中

の
*
.!.豪

に
は
､
充
に

指
摘
せ
る
徹
夜
の
怯
森
と
並

ん
で
｢
机
っ
て
承
申
積

の
講

を
正
め
た
ら

､
塁
や
に
悪

い病
気
が
流
行

し
た
の
で
､
ま

た
領
活

-
LJ
｡
庚
申
禄
は
大
安

へ
病
気

tiJ払
)つ
の
に
)

刀

の
あ
る
神
様
だ
｣
と
表
れ

て
者
り

'
｢
庚
申
積

に
匿
え
た

『
オ

ン
ト
ヂ
』

を
曙

か
や
も
食
べ
れ
ば
文
責
に
'vl
=
′
､
元

気
に
な

っ
て
長
竿
W
J
が
お
家
る
の
で
､
寮
の
着
に
も
曾
JJ(

r
J
せ
る

｣
秀
は

｢
庚
申
襟
は
義
軍
を
莞
く
寸
る
神
授
だ
L

N
T)
I"tJ_
ぇ
ら
れ
て
居
り
､
夜
市
塙
柄
の
利
益

･
要
舞
が
､

専
ら
落
命
虚
実
帝
に
痛

罵
の
襟
符
に
貰
飢
耶
て
い
石
点
は
､

硬
貨

と
相
吊

っ
て
､
一項
中
腎
と
遷
萩
の
l二
戸
虎

机
と
の
漂

博
的
両
頭
を
､
靖
示
tT,
る
･心
Sn
J
し
て
誉
冒
し

な

け

机

は

tt｡
･り
JtQ
い
｡

埴
治
口
亨
の
次
の
和
書
碕
札
ボ
二
枚
韓
さ
れ
て
い
る
｡

【寮
).窄

こ

工

夫

由

丁

末

･

礎
硬

額

麺
声

▼
で

考

碑
文
牟

足
立

膏
許
.Z
寮
生
石

井

苛

や

礼
碍

【
貰

)

天
守

ハム
御
,W
長

久
延
命
-足
帝
へ

膏
面
含
-刑
事
一寸
棄
dT
宴
疎
め礼

讃
壬
不
郵
政
t=
事
丁誌

一l令
エポ
左

官
+

ヾ
1.y
衣

F,･i
-六
r･1･･毒
羅

当
市
､t(
子
守
窒

四

庚
申

の
別
当

･-
清
野
洋
二
心
持

-

.尋
k
,

引
閉
す
る
田
名
称
町
徳
玄
専
務

､
討
･円
禰

村
長
の

泰
誉
丁等
,4
み
に
､
漁
W野
沃
に
庚
申
壁
の
在

っ
た
専
一

が
見
え

る
が

､
現
任
も
村
は
ブ
丸
の
山
海
に
､
明
治
五
号

の
.確
立

ij
か
～
る
小
額
堂

が
秤
っ
て
竜

リ
､.
蛍
内
に
は
裏
表
五

号
･

で
;
,

巳
セ
ル
,.fi
LT

lt左
目,I.I

こ
の
璃

礼
の
汗

豪

さ
SLT･
る

東
は
､
ま
ブ
凍
甲
萱
建
立
の
市

岡
が
藩
ハNf
の
都
連
14
,.攻
落
帝
急
発

で
あ
り
､
諌
中
rA.は
ら
き

る
氏
子
の
登
合
否
石
リ
､

1
紺
帝
髪
の
そ
れ
L
J
普
遍
野
に

見
ら
爪
る

左
解
釈
束

の
碑
文
を
h'
い
て
い
る
恵

で
あ
る

.

'
)
の
硬
に
虜
lB
･堂
の
屑
,天
が
各
年
馬
糞
や
あ
り
'
五
乾

の

覆
額
を
祈
る
覇
丈

の
見
当
ら
な
い
東
は
､
,
)
の
瀞
照

.e{
軒

下
托
疋
奇
t1
.%
'
い
て

'
景
･>
耗
･賓
C
･高
い
長
和
帝
簿
で
あ

る
写
実

.&
･わ
も
謹
白
7

で
き
て
吊

っ
て
二

等

町
村
を
屠

托
神
と
も

乾
わ
官
い
曜
康
の
民
俗
学
着
の
見
暫

･畠

寿

pJ
促
耳
も
㊤
ボ
萄
や

っ
｡
言
た
こ
S
喪

中
堂
の
泰

乾
に
嶺

- It-

I t.
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与
し
て

い
る
茶
'A
札
tf
､
･輔

に
･*
練
れ
た
朝
一く
ヽ
鹿
-噂
C
.

せ
き
立

に
覆

し
､
南
布
津
よ
り
下
牝
唯
事
将
領
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Ê
(

(1､

1
1ヽ 1-●

Tl


